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既
存
の
博
物
館
と
は
異
な
っ
た
切
り
口

で
「
十
日
町
き
も
の
」
の
美
し
さ
、
楽
し

さ
を
前
面
に
出
し
た
展
示
を
し
ま
す
。
ま

た
、
直
接
き
も
の
に
袖
を
通
し
た
り
触
れ

た
り
で
き
る
空
間
や
、
著
名
人
が
い
か
に

「
粋い
き

」
に
「
十
日
町
き
も
の
」
を
着
こ
な

し
て
い
た
か
な
ど
を
展
示
す
る
空
間
も
整

備
し
ま
す
。

◆
入
館
料

大
人
‥
３
０
０
円
　

中
学
生
以
下
‥
１
０
０
円

織
り
、
染
め
、
手
描
き
、
着
付
け
の
４

コ
ー
ス
で
、
短
時
間
ま
た
は
複
数
日
に
渡

っ
て
手
作
り
を
体
験
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を

豊
富
に
用
意
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
手
織
、
染
め
な
ど
の
実
演
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
体
験
料

５
０
０
円
〜
３
、
０
０
０

円
（
長
期
コ
ー
ス
は
別
途
設
定
）

十
日
町
産
地
の
和
装
・
和
製
品

の
製
作
展
示
を
行
う
空
間
で
、
広

域
６
市
町
村
の
き
も
の
メ
ー
カ
ー

や
問
屋
さ
ん
な
ど
が
テ
ナ
ン
ト
と

し
て
入
店
し
ま
す
。

◆
区
画
数

９
区
画
（
１
区
画
＝
６
ｍ

×
６
・
５
ｍ
）

◆
入
居
料

１
０
０
、
０
０
０
円
／
月

◆
入
店
申
込
み

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
準
備

室
へ

◆
開
館
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◆
休
館
日

毎
週
水
曜
日

◆
最
大
収
容
規
模

３
６
０
人

◆
浴
室

大
浴
槽
、
企
画
風
呂
、
寝
湯
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
な
ど

◆
そ
の
他
の
施
設

無
料
休
憩
室
（
80

畳
）、
有
料
個
室
（
８
畳
×
２
）、
ラ
ウ
ン

ジ
（
50
人
収
容
）
、
仮
眠
室
、
ロ
ビ
ー
、

自
販
機
コ
ー
ナ
ー
な
ど

◆
入
館
料
金

○
大
　
人
＝
５
０
０
円

○
子
ど
も
＝
３
０
０
円

○
タ
オ
ル
＝
プ
ラ
ス
２
０
０
円

○
館
内
着
＝
プ
ラ
ス
３
０
０
円

※
回
数
券
＝
５
０
０
円
券
11
枚
綴
り（
５
、

０
０
０
円
）
、
５
０
０
円
券
35
枚
綴
り

（
１
５
、
０
０
０
円
）
な
ど
を
販
売

※
有
料
個
室
＝
２
時
間
２
、
０
０
０
円
、

延
長
30
分
１
、
０
０
０
円

※
高
齢
者
割
引
＝
毎
月
平
日
に
数
回
実
施

予
定ク

ロ
ス
10
内
の
小
嶋
屋
・
一
誠
館
か
ら

温
泉
棟
の
無
料
休
憩
室
及
び
有
料
個
室
に

提
供
し
ま
す
。

◆
開
館
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
10
時

（
最
終
入
場
は
午
後
９
時
）

◆
休
館
日

毎
週
水
曜
日

工
事
は
現
在
内
装
面
に
入
っ
て
お
り
、

外
構
工
事
も
含
め
て
６
月
中
・
下
旬
の
竣

工
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

工
事
竣
工
後
、
備
品
な
ど
の
搬
入
や
一

定
期
間
の
試
運
転
（
こ
の
間
に
市
民
を
対

象
に
し
た
温
泉
施
設
の
無
料
開
放
を
計
画
）

を
行
い
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

設
定
料
金
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
運
営

の
な
か
で
若
干
の
変
更
が
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
７
月
20
日
a
か
ら
は
、
十
日
町

ス
テ
ー
ジ
を
メ
イ
ン
会
場
に
「
第
２
回
大

地
の
芸
術
祭
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２

０
０
３
」
が
50
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
、
地
域
の
熱
い
夏
が
幕
を
開
け
ま
す
。

◆
開
催
日

毎
月
第
２
・
４
日
曜
日
（
４

月
〜
11
月
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
内
　
容

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

◆
出
店
料

１
区
画
（
２
ｍ
×
３
ｍ
）
１
、

０
０
０
円
／
日

※
電
気
、
水
道
、
下
水
道
を
使
用
す
る
場

合
、
別
途
各
５
０
０
円
／
日
を
徴
収

◆
申
込
み

現
在
仮
募
集
中
（
約
30
店
の

希
望
あ
り
）
。
希
望
者
は
十
日
町
ス
テ
ー

ジ
準
備
室
へ

定
期
市
の
な
い
時
に
は
、
１
g
あ
た
り

20
円
程
度
で
定
期
市
ス
ペ
ー
ス
と
回
廊
全

体
を
占
用
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

雪
ま
つ
り
、
き
も
の
ま
つ
り
な
ど
の
企
画

イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
音
楽
会
、
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
に
も
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

西
側
の
一
辺
に
設
置
さ
れ
る
多
目
的
ホ

ー
ル
は
約
３
０
０
g
の
吹
き
抜
け
空
間
。

展
示
会
や
販
売
会
な
ど
多
目
的
な
使
用
が

可
能
で
す
。
ま
た
、
平
山
画
伯
の
モ
ザ
イ

ク
壁
画
、
ル
マ
ン
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
な
ど

を
常
設
展
示
し
ま
す
。

◆
使
用
料

午
前（
午
前
９
時
〜
正
午
）＝

２
、
３
０
０
円
、
午
後
（
午
後
１
時
〜
閉

館
ま
で
）
＝
２
、
８
０
０
円

※
た
だ
し
、
営
利
目
的
の
場
合
は
別
料
金

設
定施

設
を
占
用
使
用
し
な
い
場
合
は
、
公

園
的
な
利
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
域
６
市
町
村
の
観
光
情
報
な

ど
を
受
発
信
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

◆
開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
10
時

◆
休
館
日

毎
週
水
曜
日

十日町ステージ越後妻有交流館建設工事は、昨年暮れに回廊棟屋根

のコンクリート打設が終了し、７月中旬のオープンに向け順調に進め

られています。また管理運営の内容も、業務を委託するクロス10と昨

年４月から協議を行い、概要がまとまりましたのでお知らせします。

回
廊
１
階
の
運
営

一
辺
42
ｍ
の
池
を
た
た
え
た
回
廊

１
階
で
は
、
定
期
市
を
中
心
に
、

地
域
内
外
の
人
た
ち
を
集
客
す
る

た
め
の
催
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。

楽
市
楽
座

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

多
目
的
ホ
ー
ル

そ
の
他

開
館
時
間
・
休
館
日

き
も
の
歴
史
館

体
験
工
房
館

和
装
工
芸
館

食
事
の
提
供

開
館
時
間
・
休
館
日

開
館
時
間
・
休
館
日

オ
ー
プ
ン
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆問合せ 十日町ステージ準備室（157ー３１１１内線５９７）

回廊１階・明石の湯配置図

回廊２階配置図

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

十日町ステージ
越後妻有交流館

の運営計画

回
廊２

階
の
運
営

和
装
に
関
す
る
十
日
町
の
技

術
を
集
積
し
、今
後
の「
き

も
の
生
活
」を
提
案
・

支
援
し
ま
す
。

明
石
の
湯
の
運
営

利
用
者
の
健
康
増
進
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
、
さ
ら
に
新
た
な
観
光

客
の
誘
致
も
で
き
る
よ
う
に
運
営

し
ま
す
。

施
設
の
概
要
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と
し
た
食
事
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お

い
し
く
楽
し
い
食
生
活
を
し
な
が
ら
、
健

康
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
米
な
ど
に
含
ま
れ
る
糖
質
は
優
先
的

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
消
費
さ
れ
る
の
で
、

太
る
原
因
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

ご
は
ん
は
粒
食
で
あ
り
、
そ
し
ゃ
く
が
必

要
で
、
消
化
・
吸
収
が
お
だ
や
か
に
な
る

た
め
、
肥
満
予
防
に
有
効
な
働
き
を
し
ま

す
。ま

た
ご
は
ん
は
、
お
米
に
水
を
た
っ
ぷ

り
吸
わ
せ
て
炊
き
あ
げ
る
の
で
、
量
の
わ

り
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
く
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
に
効
果
的
な
食
べ
物
で
す
。

ご
は
ん
は
整
腸
作
用
の
あ
る
食
物
繊
維

と
同
様
の
働
き
を
す
る
難
消
化
性
で
ん
ぷ

ん
（
レ
ジ
ス
タ
ン
ト
ス
タ
ー
チ
）
を
含
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
便
秘
を
防
ぎ
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
や
肌
荒
れ
防
止
に
効
果
が
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
大
腸
ガ
ン
の
予
防
に

も
有
効
で
す
。

ま
た
ご
は
ん
に
は
塩
分
・
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
は
含
ま
れ
な
い
の
で
、
高
血
圧
や
高

脂
血
症
の
原
因
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

ご
は
ん
は
、
淡
泊
な
味
の
た
め
、
ど
ん

な
食
材
、
ど
ん
な
料
理
と
も
組
み
合
わ
せ

や
す
く
、
和
食
・
洋
食
・
中
華
と
い
っ
た

い
ろ
い
ろ
な
料
理
の
主
食
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
魚
・
肉
・
卵
・
大
豆
製
品
な

ど
の
主
菜
や
野
菜
な
ど
の
副
菜
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
摂
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

朝
は
食
欲
が
な
か
っ
た
り
、
時
間
に
余

裕
が
な
か
っ
た
り
し
が
ち
で
す
が
、
朝
ご

は
ん
は
単
に
お
な
か
を
満
た
す
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
寝
て
い
る
間
に
下
が
っ
た
体
温
を
上

げ
、
体
を
温
め
る
こ
と
に
よ
り
、
一
日
の

活
動
の
準
備
を
す
る

◆
休
ん
で
い
た
脳
の
活
動
を
活
発
に
し

て
、
仕
事
や
勉
強
の
能
率
を
あ
げ
る
な
ど

の
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
糖

質
は
体
内
の
貯
蔵
量
が
ご
く
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
と
頭

が
働
き
ま
せ
ん
。

中
学
生
を
対
象
と
し
た
調
査
に
よ
る
と
、

朝
食
を
き
ち
ん
と
食
べ
て
い
る
子
ど
も
ほ

ど
学
習
意
欲
が
高
く
体
調
も
よ
い
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

朝
食
を
と
ら
な
い
子
ど
も
の
多
く
は
夜

ふ
か
し
で
、
ル
ー
ズ
な
生
活
習
慣
が
子
ど

も
の
心
身
の
健
康
を
害
し
ま
す
。
朝
ご
は

ん
が
正
し
い
生
活
習
慣
を
作
り
ま
す
。

も
し
も
、
み
ん
な
が
毎
朝
ご
は
ん
を
茶

碗
１
杯
多
く
食
べ
る
と
（
茶
碗
１
杯
の
ご

飯
を
精
米
60
ｇ
で
試
算
）

①
水
稲
の
転
作
面
積
が
半
分
で
す
み
ま
す
。

平
成
14
年
度
に
水
田
面
積
の
約
４
割
に
相

当
す
る
１
０
１
万
ha
を
転
作
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
う
ち
の
60
万
ha
で
作
付
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

②
食
料
自
給
率
が
現
在
の
40
％
か
ら
47
％

に
な
り
ま
す
。

③
日
本
全
国
で
稲
の
光
合
成
に
よ
り
地
球

温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
二
酸
化
炭

素
３
０
０
万
ト
ン
が
吸
収
さ
れ
ま
す
。

④
日
本
全
国
で
貯
水
（
ダ
ム
）
機
能
が
12

億
ト
ン
（
東
京
ド
ー
ム
１
、
０
０
０
杯
分
）

も
高
ま
り
、
洪
水
を
防
止
し
ま
す
。

ご
は
ん
の
あ
る
食
卓
で
、
家
族
団
ら
ん

や
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
、
お
い
し
い

食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
み
ん
な
と
ご

は
ん
の
あ
る
食
卓
を
囲
む
こ
と
は
、
食
文

化
や
家
庭
の
味
の
継
承
、
食
事
マ
ナ
ー
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
も
大
切
で
す
。

お
米
は
日
本
の
食
文
化
を
作
り
上
げ
て

き
た
大
事
な
食
べ
物
で
す
。
と
こ
ろ
が
最

近
食
生
活
が
変
化
し
、
パ
ン
や
肉
類
、
加

工
食
品
な
ど
の
消
費
量
が
増
え
、
お
米
を

食
べ
る
量
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

お
米
の
消
費
量
は
、
平
成
12
年
度
で
１

人
１
年
当
た
り
65
o
と
な
り
、
ピ
ー
ク
時

で
あ
る
昭
和
37
年
度
の
１
１
８
o
に
比
べ
、

約
半
分
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
わ
が
国
の
食
生
活
は
、
肉
類
や

脂
肪
の
取
り
過
ぎ
な
ど
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

崩
れ
に
よ
る
、
健
康
面
へ
の
影
響
が
深
刻

に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
肥
満
、

高
血
圧
を
は
じ
め
糖
尿
病
、
脳
や
心
臓
の

病
気
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
「
国
民
栄
養

調
査
」
に
よ
る
と
、
40
代
男
性
で
は
「
肥

満
」
の
割
合
が
３
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
、
摂
取
脂
肪
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率

が
適
正
比
率
（
25
％
）
を
超
え
る
人
の
う

ち
、
脂
肪
の
取
り
す
ぎ
を
自
覚
し
て
い
る

人
は
２
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

日
本
人
は
、
１
年
に
約
90
万
人
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
約
60
万
人

は
、
が
ん
、
心
筋
梗
塞
、
脳
閉
塞
な
ど
の

生
活
習
慣
病
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
は
ん
を
食
べ
る
と
太
る
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
実
際
に
は
、
ご
は
ん
を
中
心

お
米
の
消
費
量
は

年
々
減
っ
て
い
ま
す

増
加
傾
向
に
あ
る

生
活
習
慣
病

211.5
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を
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一人当たりお米消費量の推移

糖尿病患者数の推移

フライ� 天ぷら� ムニエル�おひたし�
サラダ�

漬物�

山菜・木の芽�

煮物�

ステーキ�

焼肉�

フライ�しゃぶしゃぶ�目玉焼�
生卵�

ゆで卵�刺身�
佃煮�

酢の物�
煮魚�

焼魚�
魚�

野�

卵�
肉�

菜�

日
ご
ろ
、
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
「
ご
は
ん
」
。

こ
の
ご
は
ん
が
私
た
ち
の
食
生
活
に
ど
れ
だ
け
役
立
っ
て
い
る
か

ご
存
じ
で
す
か
。

近
年
、
脂
肪
の
摂
り
過
ぎ
を
原
因
と
す
る
肥
満
や
、
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣

病
の
予
防
の
観
点
か
ら
も
、
も
う
一
度
ご
は
ん
を
中
心
に
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
日
本
型
食
生
活
の
良
さ
を
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
え
ま
す
。
心
と
体
の
健
康
の
た
め
、
も
う
一
度
「
ご
は
ん
」

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

資料：農林水産省（食料需給表）、（食料・農業・農村基本計画）

資料：厚生省（厚生労働省）「患者調査」「糖尿病実態調査」
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水
沢
館か

ん

跡せ
き

（
水
沢
地
内
）
は
、
越
後
水

沢
駅
の
南
方
約
１
５
０
ｍ
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
宅
地
造
成
に
伴
い
昨
年
度
か
ら
５

月
末
ま
で
発
掘
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

出
土
し
た
主
な
遺
物
は
、
中
世
〜
近
世

に
か
け
て
の
陶
磁
器
類
（
青
磁
・
白
磁
、

土は

師じ

質し
つ

土
器
・
瀬
戸
美
濃
焼
・
越
前
焼
・

珠す

洲ず

焼
な
ど
）
で
す
。
ま
た
、
縄
文
土

器
・
磨ま

製せ
い

石せ
き

斧ふ

な
ど
の
縄
文
遺
物
の
ほ

か
、炭た

ん

化か

米ま
い

や
銭せ

ん

貨か

も
出
土
し
て
い
ま
す
。

遺
構
は
調
査
面
積
約
３
２
０
㎡
の
範
囲

に
、
６
０
０
基
近
い
柱

ち
ゅ
う

穴け
つ

類
と
溝み

ぞ

跡あ
と

が
２

基
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
柱
穴
に
は
、
礎
石

と
し
て
一
抱
え
も
あ
る
扁
平
な
石
を
置
く

大
き
な
も
の
か
ら
、
20
㎝
の
小
規
模
な
も

の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
調
査
範
囲
が
館

跡
の
一
部
分
で
あ
る
た
め
正
確
な
こ
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
中
世
の
中
で
も
時
期
を

異
に
す
る
複
数
の
建
物
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
柱
穴
の
配
列
か
ら
、

あ
る
一
時
期
に
は
南
北
８
・
５
ｍ
×
東
西

11
・
５
ｍ
以
上
と
南
北
７
ｍ
×
東
西
３
・

８
ｍ
以
上
の
大
規
模
な
建
物
が
２
棟
存
在

し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
遺
物
な

ど
か
ら
、
こ
れ
ら
の
建
物
な
ど
は
15
〜
16

世
紀
（
室
町
〜
戦
国
時
代
）
に
築
か
れ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

館
跡
の
東
方
約
６
５
０
ｍ
の
高
台
に
は
、

要よ
う

害が
い

城
じ
ょ
う

（
戦
時
に
お
け
る
砦

と
り
で

）
で
あ
る

桃
山
城
が
あ
り
、
ペ
ア
を
な
し
て
機
能
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

間
に
は
寺
院
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
近
く
に
は
集
落
跡
も
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

水
沢
館
跡
は
平
成
２
年
に
も
約
８
０
０

㎡
の
範
囲
が
発
掘
さ
れ
、
空か
ら

堀ぼ
り

や
柱
穴
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
遺
構
の
残
存
状
態

も
比
較
的
良
く
、
現
況
に
は
土ど

塁る
い

や
空
堀

も
残
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
２
回
の
調
査

成
果
を
組
合
せ
、
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
新
た
な
事
実
が
判
明
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ど
う
じ
ょ
う
林
遺
跡
（
四
日
町
地
内
）

は
、
四
日
町
祇
園
社
の
裏
手
に
あ
る
新
潟

県
職
員
宿
舎
跡
地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
施
設
建
設
事
業
に
伴
い
６
月
に

試
掘
調
査
を
行
っ
て
、
新
し
く
発
見
さ
れ

ま
し
た
。近
く
に
は
み
た
ら
せ
川
が
流
れ
、

神
宮
寺
や
真
浄
院
な
ど
の
古
く
か
ら
の
お

寺
が
あ
り
ま
す
。

約
40
㎡
の
範
囲
を
調
査
し
た
結
果
、
縄

文
土
器
や
打
製
石
斧
、
白
磁
、
銭
貨
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
か
ら
の
輸
入
品
で

あ
る
白
磁
と
と
も
に
、
銭
貨
６
枚
（
三
途

の
川
の
渡
し
賃
と
言
わ
れ
て
い
る
六ろ
く

道ど
う

銭せ
ん

か
？
）
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
市
内
で
は

初
め
て
の
こ
と
で
す
。
残
念
な
が
ら
遺
構

は
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

白
磁
は
直
径
９
・
６
㎝
の
小
皿
で
、
そ

の
形
態
か
ら
15
世
紀
後
半
（
室
町
時
代
）

の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
銭
貨
は
永え

い

楽ら
く

通つ
う

宝ほ
う

な
ど
の
渡と

来ら
い

銭せ
ん

で
す
。
当
時
と
し
て
は

高
級
な
白
磁
と
銭
貨
の
存
在
か
ら
、
こ
の

あ
た
り
に
中
世
に
お
け
る
地
域
の
有
力
者

の
塚
（
お
墓
）
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

馬ば

場ば

上が
み

遺
跡
（
西
本
町
地
内
）
は
、
現

在
の
西
小
学
校
の
校
舎
建
設
地
を
中
心
に

周
辺
部
に
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
建
設
時
の
発
掘
調
査
で
、
古
墳

時
代
か
ら
奈
良
・
平
安
・
中
世
に
至
る
住

居
や
建
物
跡
が
59
棟
確
認
さ
れ
、
妻
有
の

歴
史
を
考
え
る
上
で
大
変
貴
重
な
遺
跡
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

今
回
遺
跡
の
周
辺
で
ア
パ
ー
ト
の
建
設

が
計
画
さ
れ
た
た
め
、
９
月
末
か
ら
10
月

初
旬
ま
で
約
２
０
０
㎡
の
確
認
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
考
え
ら
れ

た
馬
場
上
遺
跡
の
範
囲
が
、
そ
の
出
土
遺

物
や
遺
構
の
分
布
状
態
な
ど
か
ら
、
市
道

本
町
西
線
方
面
へ
さ
ら
に
拡
張
す
る
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

出
土
し
た
遺
物
は
古
墳
時
代
の
土
師
器

や
須
恵
器
の
ほ
か
、
珠
洲
焼
、
青
磁
、
瀬

戸
美
濃
焼
、
肥
前
焼
、
磨
製
石
斧
な
ど
で

す
。
発
見
さ
れ
た
遺
構
は
柱
穴
類
が
約
90

基
と
溝
跡
の
一
部
で
す
。
溝
（
堀
の
可
能

性
も
あ
る
）
か
ら
は
主
に
珠
洲
焼
が
出
土

し
て
い
る
た
め
、
中
世
以
降
の
遺
構
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

周
辺
に
は
、
下し
も

梨な

子し

遺
跡
、
上か

み

梨
子

Ａ
・
Ｂ
遺
跡
や
情
報
館
の
建
設
時
に
発
掘

さ
れ
た
や
せ
舟
遺
跡
な
ど
の
遺
跡
が
広
く

分
布
し
て
お
り
、
新
た
な
遺
跡
が
眠
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
国
宝
館
火
z
の
都
整
備
に
向

け
、
国
宝
火
z
型
土
器
の
出
土
地
で
あ
る

笹
山
遺
跡
の
範
囲
確
認
調
査
を
、
来
年
度

に
か
け
て
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
笹
山
野
球
場
の
西
側
で
10

月
〜
12
月
に
か
け
て
行
い
ま
し
た
。
遺
物

の
有
無
や
土
石
流
の
影
響
範
囲
、
土
石
流

の
下
層
に
縄
文
時
代
の
生
活
面
が
発
見
で

き
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
縦
横

２
ｍ
、
深
さ
約
３
ｍ
近
く
の
試
掘
坑
を
９

か
所
掘
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
数
か
所
で

縄
文
時
代
の
地
層
や
遺
物
を
確
か
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

15
年
度
は
も
う
少
し
広
範
囲
に
試
掘
坑

を
設
け
て
、
遺
跡
範
囲
の
絞
り
込
み
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
農
業
基
盤
整
備
事
業
に
関
連

し
、
十
日
町
美
佐
島
地
区
で
江
道
A
・

B
・
C
遺
跡
（
近
世
〜
古
代
）
、
住
宅
団

地
造
成
事
業
に
関
連
し
、
小
泉
地
区
で
大

道
下
遺
跡
（
縄
文
時
代
）
が
新
た
に
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
を
15
年
度

に
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
第
２
次
笹
山
遺

跡
範
囲
確
認
調
査
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま

す
。埋

蔵
文
化
財
は
国
民
共
有
の
財
産
で
す
。

発
掘
調
査
は
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
必
要

に
な
り
ま
す
。
今
後
も
埋
蔵
文
化
財
の
保

護
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
博
物
館
（
1
57
│
５
５
３
１
）

発掘された郷土の歴史
平成14年度の遺跡発掘調査

教育委員会では、今年度市内７地区で、遺跡の有無を調べる試掘調査を行いました。そ

の結果、新たに５か所で新遺跡（どうじょう林
ばやし

遺跡、江道A・B・C遺跡、大
おお

道
みち

下
した

遺跡）が

発見されました。調査に際し、多くの皆さんからご協力いただきありがとうございました。

今年度調査した代表的な遺跡を紹介します。

平成14年度　こども博物館 $
どんぐりクッキー＆

どんぐりコーヒーをつくろう！

縄文人が食べていたどんぐりを使って、クッキーとコー

ヒーをつくります。お昼には黒米のおにぎりも出ます。友

だちをさそって参加しませんか。

日　時　　２月８日g 午前９時30分～午後４時　

会　場　　博物館

定　員　　小学４～６年生　20人※先着順

参加費　　500円（材料費・食事代）

持ち物　　エプロン、三角巾、動きやすい服装で

申込み　　１月31日fまでに、参加費を添えて

問合せ　　博物館（157－5531）へ

水沢館跡全体写真水沢館跡全体写真水沢館跡全体写真水沢館跡全体写真水沢館跡全体写真水沢館跡全体写真水沢館跡全体写真水沢館跡全体写真水沢館跡全体写真水沢館跡全体写真水沢館跡全体写真水沢館跡全体写真水沢館跡全体写真水沢館跡全体写真水沢館跡全体写真水沢館跡全体写真水沢館跡全体写真

試掘などで発見された遺物（どうじょう林遺跡ほか）

古墳時代のかめ

水
沢
館
跡

今
後
の
調
査

笹
山
遺
跡
の

範
囲
確
認
調
査

馬
場
上
遺
跡

ど
う
じ
ょ
う
林
遺
跡
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国際雪像コンテストで連続銅メダル

１月10日f～13日bの４日間、中国のハルピン市で「第

８回ハルピン国際雪像コンテスト」が開催されました。こ

のコンテストに３年連続で招待された本町１丁目の十日町

雪像製作チームの作品「鶴の舞」が、昨年に続き、見事３

位（銅メダル）に輝きました。４ｍ四方の人工雪のブロッ

クを４人以内が手作業で彫刻し、その出来栄えを競うコン

テストには、14か国23チームが参加しました。

筆に心を込めて　市民書初大会

第８回市民書初大会が１月19日aにクロス10で開催され、

小・中学生を中心に約180人が参加しました。

岡村喜市書道協会長からは「筆は魔法のように心を写し出

します。心を込め元気いっぱい書いてください」とあいさつ

がありました。その後参加者は会場いっぱいに広がり、真剣

なまなざしで書き初めに取り組んでいました。全作品は雪ま

つり期間中、公民館本館で展示されます。

十
日
町
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
待
望
の
入
浴
設
備
が
完
成
し
ま
し

た
。
１
月
８
日
d
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
開

始
式
が
行
わ
れ
、
施
設
利
用
者
や
関
係

者
な
ど
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害
者

の
機
能
訓
練
や
創
作
活
動
な
ど
が
中
心

の
施
設
で
し
た
。
機
能
訓
練
室
の
一
部

を
改
築
し
、
脱
衣
室
と
浴
室
を
整
備
し

た
も
の
で
す
。
一
般
浴
と
機
械
浴
が
で

き
、
１
日
５
〜
６
人
の
利
用
が
可
能
に

な
り
、利
用
者
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

身
障
セ
ン
タ
ー
に
入
浴
設
備

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

い
よ
い
よ
今
年
、
７
月
20
日
a
か

ら
９
月
７
日
a
ま
で
の
50
日
間
、『
第

２
回
大
地
の
芸
術
祭
・
越
後
妻
有
ア

ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
０
３
』

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
大
地
の
芸
術
祭
・
花
の

道
実
行
委
員
会
（
滝
沢
信
一
実
行
委

員
長
）
で
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
芸

術
祭
の
魅
力
を
紹
介
す
る
た
め
に
、

企
画
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
先
般
当
実
行
委
員
会
が

受
賞
し
た「
ア
ー
ト
シ
ー
ン
創
造
賞
」

の
選
考
委
員
を
つ
と
め
た
永
井
多
恵

子
氏
、
名
誉
実
行
委
員
長
の
平
山
知

事
、
北
川
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
よ
る
て
い
談
も
行
い
ま
す
。

企
画
発
表
会
は
だ
れ
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
第
２
回
目
の
芸
術
祭
に
、
皆

さ
ん
か
ら
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
事
務
局
‥
十

日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
企
画
振
興

課
（
1
57
│
２
６
３
７
）

大
地
の
芸
術
祭
企
画
発
表
会
を
開
催
し
ま
す

37

第２回
大地の芸術祭

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003
と　き　2月1日(土)午後6時～8時
ところ　クロス10大ホール入場料無料
プログラム
■滝沢実行委員長あいさつ
■平山知事あいさつ　ほか
■芸術祭全体企画発表

参加アーティスト、作品プラン紹介など　

■地域グループなどの取り組み紹介
■てい談
・永井多恵子氏　・平山征夫知事　・北川フラム氏

○永井多恵子氏
プロフィール

元ＮＨＫ解説委員。現在は東
京クリエーション大賞選考委
員、世田谷区文化生活情報セ
ンター館長、中央教育審議会、
社会保障審議会の各委員、文
化経済学会理事長として幅広
く活躍中。

ほんやらほんやらホーイホイ

１月14日cに下条保育所の子どもたちが特別養護老人ホ

ーム「三好園」を訪れました。下条保育所で毎年恒例となっ

ているお年寄りとのふれあいです。子どもたちは列をつくり、

拍子木を打ち鳴らし、元気いっぱいに「鳥追いの歌」を披露

しました。懐かしい歌声に、お年寄りから満面の笑顔がこぼ

れ、全員による合唱が始まりました。歌でよみがえるあの懐

かしい小正月。世代の垣根はいつの間にか消えていました。

十
日
町
警
察
署
で
は
、
１
月
10
日
f

の
「
１
１
０
番
の
日
」
に
正
し
い
１
１

０
番
の
方
法
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

ジ
ャ
ス
コ
十
日
町
店
で
街
頭
宣
伝
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
一
日
十
日
町
警
察
署
長

に
任
命
さ
れ
た
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り

の
高
野
綾
子
さ
ん
と
署
員
が
、
通
報
時

の
留
意
事
項
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
「
１

１
０
番
の
日
」
の
チ
ラ
シ
な
ど
を
買
い

物
客
に
配
付
し
、
正
し
い
利
用
方
法
を

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

１
１
０
番
は
正
し
い
利
用
を

tokamachi topics
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４
人
の
姉
が
い
る
農
家
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
が
、
体
が
弱
く
、
両
親
は

育
つ
の
か
心
配
し
た
そ
う
で
す
。
母
は
、

私
が
２
歳
の
と
き
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

小
さ
い
こ
ろ
は
、
近
所
に
同
年
代
の
子

ど
も
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
木
工
細
工
な

ど
の
１
人
あ
そ
び
が
主
で
し
た
。

昭
和
14
年
に
下
条
尋
常
高
等
小
学
校
を

卒
業
し
、
農
業
に
従
事
し
な
が
ら
青
年
学

校
に
通
い
ま
し
た
。
青
年
学
校
は
、
「
青

少
年
に
軍
事
的
基
礎
訓
練
を
ほ
ど
こ
す
こ

と
を
目
的
」
に
開
設
さ
れ
た
も
の
で
、
私

も
小
銃
や
機
関
銃
の
操
作
や
戦
闘
訓
練
を

年
間
30
日
程
度
、
６
年
間
受
け
ま
し
た
。

19
年
に
養
母
も
亡
く
な
り
、
姉
も
嫁
い

で
い
た
た
め
、
こ
の
年
の
暮
れ
に
親
せ
き

の
紹
介
で
結
婚
し
ま
し
た
。

20
年
９
月
に
招
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
前
月
に
終
戦
を
迎
え
ま

し
た
。

戦
後
は
、
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
業
を

し
て
き
ま
し
た
。
30
年
こ
ろ
か
ら
は
養
蚕

も
は
じ
め
ま
し
た
。
年
３
回
の
出
荷
は
現

金
収
入
で
家
計
に
は
あ
り
が
た
い
も
の
で

し
た
。
し
か
し
、
化
学
繊
維
な
ど
の
台
頭

で
価
格
が
下
が
り
は
じ
め
た
た
め
、
養
蚕

は
10
年
ほ
ど
で
や
め
ま
し
た
。

今
は
、
田
ん
ぼ
の
耕
作
は
人
に
任
せ
、

健
康
の
た
め
と
思
い
、
自
家
用
の
野
菜
づ

く
り
だ
け
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
歴
史
に
興
味
が
あ
り
、
20
年
ほ

ど
前
か
ら
博
物
館
友
の
会
の
歴
史
グ
ル
ー

プ
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
６
年
前

に
は
じ
ま
っ
た
公
民
館
の
歴
史
講
座
に
参

加
し
、
下
条
の
歴
史
を
学
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
月
１
回
の
開
催
で
す
が
そ
こ

で
の
雑
談
も
楽
し
み
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
60
歳
か
ら
加
入

し
て
い
ま
す
。
国
道
の
空
き
缶
拾
い
や
パ

ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
あ
る
花
壇
の
手
入

れ
、
老
人
福
祉
施
設
へ
の
野
菜
の
差
し
入

れ
な
ど
の
奉
仕
活
動
に
汗
を
流
し
、
少
し

で
も
人
の
役
に
立
て
る
こ
と
を
喜
ん
で
い

ま
す
。

そ�の�
そ�し�て�
昔�
今�

〈
第
53
回
六
日
町
雪
ま
つ
り
〉
▼
２
月
８
日

g
〜
９
日
a
▼
六
日
町
雪
ま
つ
り
特
設
会
場

▼
六
日
町
駅
か
ら
徒
歩
10
分
▼
昔
な
が
ら
の

料
理
が
味
わ
え
る
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
店
、

雪
の
舞
台
で
の
郷
土
芸
能
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ

ー
、
さ
い
の
神
、
ほ
ん
や
ら
洞
な
ど
雪
国
な

ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
が
２
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
ま
す
▼
六
日
町
観
光
協
会
（
1
０
２

５
‐
７
７
２-

７
１
７
１
）

〈
雪
ま
つ
り
「
y
o
u
・
悠
・
遊
」〉
▼
２
月

22
日
g
〜
23
日
a
▼
高
柳
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
周
辺
▼
十
日
町
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
35
分
▼

巨
大
も
ち
つ
き
大
会
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、

巨
大
迷
路
、
雪
像
、
じ
ょ
ん
の
び
の
れ
ん
街

な
ど
が
開
催
さ
れ
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

前
夜
祭
で
は
雪
上
打
ち
上
げ
花
火
が
冬
の
夜

空
を
彩
り
ま
す
▼
高
柳
町
役
場
地
域
振
興
課

（
1
０
２
５
７-

41-

２
２
３
３
）

〈
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
〉
▼
３
月
８
日
g

〜
９
日
a
（
申
込
締
切
２
月
28
日
f
）
▼
松

代
駅
か
ら
徒
歩
３
分
▼
城
下
町
か
ら
松
代
城

ま
で
の
約
３
d
の
間
に
仕
掛
け
ら
れ
た
数
々

の
難
関
を
乗
り
越
え
る
、雪
中
鉄
人
レ
ー
ス
。

優
勝
者
に
は
米
一
石
、
完
走
者
の
中
か
ら
抽

選
で
海
外
旅
行
が
当
た
り
ま
す
▼
松
代
町
企

画
振
興
課
（
1
０
２
５
５
９
‐
７
‐
２
２
２

０
）

月のイベント情報 130
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長谷川一郎さん（下山）77歳

酒井里
り

菜
な

ちゃん

（６歳）

保育園のお友だちとこま回しをしている

ところだよ。みんなでいろんな色のこまを

作ったんだ。こまの投げ方を研究して、い

っぱい回せるようになったんだよ。

一輪車に乗りながらフラフープを飛んで

いるの。最初はむずかしかったけど、いっ

しょうけんめい練習してできるようになっ

たの。とってもうれしかった。

庭野拓
たく

人
と

ちゃん

（６歳）

No.213

新
座
保
育
園

「
さ
い
の
神
」
は
、
秋
に
４
・
５
年
生
が
収
穫
し
た
ワ
ラ
を
、
み
ん
な
で
運

ん
で
組
み
立
て
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
中
学
校
に
行
っ
て
も
元
気
で
過
ご
せ
る
よ

う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。行
事
の
あ
と
の
甘
酒
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

◆
藤
木
奈
央
さ
ん
（
総
務
委
員
５
年
）

炭
塗
り
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
上
級
生
も
下
級
生
も
み
ん
な
で
仲
良

く
「
さ
い
の
神
」
行
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
今
年
、
習
字
が
上

達
す
る
よ
う
に
お
祈
り
し
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
習
字
の
練
習
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

◆
梁や
な

取ど
り

裕
校
長
先
生

昔
か
ら
伝
わ
る
伝
統
を
、
地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
受
け
継

い
で
い
け
る
の
は
良
い
こ
と
で
す
。
伝
統
行
事
に
取
り
組
む
こ
と
で
、『
ふ
る

さ
と
飛
渡
』
を
愛
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
児
童

会
の
活
動
が
郷
土
の
す
ば
ら
し
さ
に
触
れ
る
絶
好
の
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
飛
渡
第
一
小
学
校
　
せ
せ
ら
ぎ
児
童
会

伝
統
行
事
で
ふ
る
さ
と
再
発
見

せ
せ
ら
ぎ
児
童
会
で
は
、
地
域
の
伝
統
行
事
を
受
け
継
い
で
い
こ
う
と
、

毎
年
１
月
に
「
さ
い
の
神
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
さ
い
の
神
」
を
包
ん
だ

炎
が
舞
い
上
が
る
と
、
42
人
の
児
童
は
、
習
字
の
上
達
や
健
康
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
を
心
に
誓
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
残
っ
た
炭
を
互
い
の
顔
に

塗
り
あ
う
遊
び
で
は
、
真
っ
黒
な
顔
か
ら
白
い
歯
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
小
田
尚な

お

和か
ず

先
生

飛
渡
第
一
小
学
校
で
は
、
ふ
る
さ
と
環
境
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
さ

い
の
神
」
は
地
域
独
自
に
や
っ
て
い
る
所
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
伝
統
行
事

を
児
童
会
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
学
年
を
超
え
た
新
た
な
体
験
学
習
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

◆
橋
本
直
樹
さ
ん
（
総
務
委
員
長
６
年
）

10

左から、梁取裕校長先生、藤木奈央さん、
橋本直樹さん、小田尚和先生
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新
潟
地
方
気
象
台
発
表
の
２
・
３
月
の

予
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
２
月
は
平
年
と
同
様
に
、
雪
ま
た
は
雨

の
日
が
多
く
、
降
雪
量
は
平
年
並
で
し
ょ

う
。

○
３
月
は
周
期
的
に
天
気
が
変
わ
る
で
し

ょ
う
。
降
雪
量
は
少
な
い
見
込
み
で
す
。

今
後
も
天
気
予
報
に
注
意
を
払
い
、
安

全
確
保
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

雪
下
ろ
し
作
業
中
の
事
故
が
毎
年
発
生

し
て
い
ま
す
。
作
業
は
安
全
を
第
一
に
考

え
、
足
も
と
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
市
街
地
な
ど
住
宅
が
密
集
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
、
隣
接
す
る
家
の
人
に
声
を
か

け
、
お
互
い
に
協
力
し
あ
い
な
が
ら
雪
下

ろ
し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
軒
先
の
雪
っ
ぴ
や
つ
ら
ら
は
、
人
や
車

の
通
行
に
と
っ
て
大
変
危
険
で
す
。
早
め

に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
へ
の
雪
捨
て
は
市
条
例
で
規
制
さ

れ
て
い
ま
す
。
や
む
を
得
ず
道
路
に
雪
を

出
す
場
合
に
は
道
路
わ
き
に
積
み
上
げ
る

な
ど
、
人
や
車
の
交
通
の
妨
げ
に
な
ら
な

い
よ
う
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

○
通
行
量
が
多
く
消
雪
パ
イ
プ
が
敷
設
し

て
あ
る
道
路
に
、
家
の
前
の
雪
を
押
し
出

す
人
が
い
ま
す
。
押
し
出
さ
れ
た
雪
で
車

の
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
大

変
危
険
で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、

誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
除
雪
の
際
に
は
誘
導
員
を
付
け
、
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

時
間
外
や
無
理
な
投
雪
は
他
の
利
用
者

の
迷
惑
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
水
上
が

り
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
ル
ー
ル

を
守
っ
て
適
切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
作
業
中
は
流
雪
溝
の
ふ
た
が
開
い
て
い

る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
に
、
赤
い
旗
を

立
て
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
作
業
後
は
速
や

か
に
ふ
た
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

○
転
落
防
止
の
た
め
ふ
た
に
し
て
あ
る
十

字
枠
は
絶
対
に
外
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
流
雪
溝
に
投
雪
す
る
と
き
は
、
で
き
る

だ
け
雪
を
細
か
く
砕
い
て
入
れ
て
く
だ
さ

い
。

○
自
動
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
水
は
ね

な
ど
で
歩
行
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

気
配
り
あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
家
の
周
囲
で
の
雪
壁
崩
落
や
消
雪
池
・

流
雪
溝
へ
の
転
落
事
故
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
特
に
幼
児
や
高
齢
者
が
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
小
型
除
雪
機
の
事
故
が
毎
年
多
発
し
て

い
ま
す
。
雪
が
詰
ま
っ
た
と
き
は
、
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
雪
を
取
り
除
き

ま
し
ょ
う
。

○
冬
期
間
、
消
雪
用
水
の
く
み
上
げ
に
よ

り
地
下
水
が
か
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

必
要
が
な
い
場
合
で
も
散
水
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
見
ら
れ
ま
す
。
水
は
限
ら
れ
た
資

源
で
す
。
節
水
に
努
め
、
適
切
に
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

○
降
雪
・
積
雪
状
況
に
よ
り
交
通
規
制
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
国
県
道
の
消
雪
パ
イ
プ
の
故
障
な
ど
を

発
見
し
た
ら
、
十
日
町
土
木
事
務
所
維
持

管
理
課
（
1
57
│
５
２
０
３
）
ま
た
は
、

市
役
所
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
維
持
係

（
1
57
｜
３
１
１
１
内
線
２
７
１
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

気
象
情
報

問
合
せ

十
日
町
市
雪
害
対
策
室

（
1
57
｜
３
１
１
１
内
線
２
９
１
）

雪
下
ろ
し
に
つ
い
て

道
路
使
用
に
つ
い
て

流
雪
溝
の
使
用
に
つ
い
て

よ
り
快
適
に

冬
を
過
ご
す
た
め
に

本格的な降雪時期を迎えました。

毎年この時期には雪が原因のトラ

ブルが市内各所で発生しています。

私たちの生活に大きな影響を及ぼ

す今後の気象情報と、冬の生活を

安全に過ごしていただくためにお

願いしたい事項をお知らせします。

互いに助け合い雪国の冬を快適に

過ごしましょう。

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
国
の
く
ら
し
を
支
え
る
思
い
や
り

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

雪
害
対
策
室
か
ら
の
お
願
い

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝
22
日

g
午
後
３
時
〜
■
会
場
＝
情
報
館
■

問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
50
│
５
１
０

０
）親

と
子（
３
歳
未
満
児
）の
ふ
れ
あ

い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
■
日
時
＝

４
日
c
・
18
日
c
・
25
日
c
の
午
前
10

時
〜
11
時
※
４
日
は
豆
ま
き
■
会
場

＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
■
申
込
み
・

問
合
せ
＝
公
民
館
本
館（
1
57
│
５

０
１
１
）

■
日
時
＝
２
月
22
日
g
・
３
月
８
日

g
の
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
■

会
場
＝
上
越
国
際
当
間
ス
キ
ー
場
■

受
付
＝
当
日
の
午
前
９
時
〜
９
時
20

分
、
無
料
休
憩
所
内
で
■
講
習
料
金

＝
１
回
２
、
０
０
０
円
（
リ
フ
ト
券

別
）
■
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館
（
1

52
│
４
３
７
７
）

■
日
時
＝
２
月
23
日
a
午
前
８
時
30

分
〜
受
付
■
会
場
＝
桂
ス
キ
ー
場

（
中
条
）■
参
加
資
格
＝
健
康
上
競
技

に
支
障
の
な
い
人
■
参
加
費
＝
高
校

生
以
上
１
、
０
０
０
円
、
中
学
生
以

下
５
０
０
円
（
保
険
は
各
自
で
対
応
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
17
日
b

ま
で
に
十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
本
部

（
明
石
町
ホ
ン
マ
科
学
㈱
内
1
57
│

２
４
９
３
）
※
当
日
午
前
８
時
30
分

〜
９
時
30
分
の
間
、
当
日
申
込
み
も

受
付
け
ま
す

■
日
時
＝
２
月
９
日
a
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
■
会
場
＝
総
合
体
育
館
屋

内
運
動
場
■
参
加
費
＝
一
チ
ー
ム

２
、
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
、
当

日
徴
収
）■
チ
ー
ム
編
成
＝
Ｇ
Ｋ
を

含
め
５
人
（
登
録
人
数
の
制
限
な
し
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
申
込
用
紙

（
総
合
体
育
館
に
配
置
）
を
２
月
２

日
a
ま
で
に
総
合
体
育
館
（
1
52
│

４
３
７
７
）
ま
た
は
協
会
事
務
局
・

佐
藤
和
彦
（
本
町
６
│
１
1
０
９
０

│
１
１
１
４
│
６
０
１
４
）
へ
提
出

■
日
時
＝
３
月
２
日
a
・
９
日
a
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
■
会
場
＝
総
合

体
育
館
屋
内
運
動
場
■
参
加
資
格
＝

一
般
社
会
人
■
参
加
費
＝
一
チ
ー
ム

３
、０
０
０
円（
保
険
料
含
ま
ず
、
当

日
徴
収
）
■
チ
ー
ム
編
成
＝
Ｇ
Ｋ
を

含
め
５
人
（
登
録
人
数
の
制
限
な
し
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
申
込
用
紙

（
総
合
体
育
館
に
配
置
）
を
２
月
20

日
e
ま
で
に
総
合
体
育
館
（
1
52
│

４
３
７
７
）
ま
た
は
協
会
事
務
局
・

佐
藤
和
彦
（
本
町
６
│
１
1
０
９
０

│
１
１
１
４
│
６
０
１
４
）
へ
提
出

■
就
業
職
種
＝
公
民
館
な
ど
の
施
設

管
理
■
就
業
内
容
＝
原
則
１
年
間
、

時
間
‥
日
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
・
平
日
午
後
５
時
15
分

〜
10
時
30
分
、
２
人
の
交
代
就
業
■

募
集
人
数
＝
10
人
程
度
■
応
募
資
格

お知らせ・ガイド

２
月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

参加者大募集！

第６回ゆきリンピックinあてま

＜予定種目：午前10時～午後３時＞

・そりであなたにアイムソーリー

・○×クイズ…自由参加

・雪んこかけっこレース

・雪上鉄人番付レース

・勝ち抜きドキドキゲーム…自由参加

・スノーフラッグレース

・雪上宝探しゲーム…自由参加

・ジャンケン大会…自由参加

このほか、どなたからもお楽しみいただ

けるゲームコーナーもあります。

第54回十日町雪まつりの１会場、

「雪まつりベルナティオ広場」では、

２月15日gに「ゆきリンピックinあてま」を開催します。子どもから大

人まで楽しめる豪華賞品争奪の雪上運動会です。賞品にはベルナティオ

宿泊券などを用意しています。

競技出場、会場入場ともに無料です。また、会場内には無料休憩所、

模擬店もあります。今年の雪まつりはぜひベルナティオでお過ごしくだ

さい。

＜自由参加以外の参加申込み＞

「第６回ゆきリンピックinあてま参加申込書」に必要事項を記入のう

え、下記に郵送またはＦＡＸで申し込んでください。（先着順）

問合せ・申込先＝㈱当間高原リゾート企画部内　雪まつりベルナティオ広場実行委員会

〒949-8556 十日町市珠川　TEL58-2752、FAX58-4158

2/15（土）

第
６
回
庭
野
ス
ポ
ー
ツ
杯

中
学
生
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

ス
キ
ー
教
室
in
当
間

グ
レ
ス
テ
ン
カ
ッ
プ

桂
ス
キ
ー
場
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

２
月
の
ど
ん
ぐ
り

「
お
は
な
し
の
へ
や
」

第
６
回
庭
野
ス
ポ
ー
ツ
杯

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
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お知らせ・ガイド

■
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日
、
11

日
（
建
国
記
念
の
日
）

■
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

■
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日

■
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
、
28
日
f

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
＝
毎
週
日
曜

日
、
11
日
（
建
国
記
念
の
日
）

青
少
年
ホ
ー
ム
内
で
運
営
し
て
い

る
「
児
童
館
」
は
、
雪
ま
つ
り
行
事

な
ど
の
た
め
、
２
月
15
日
g
は
休
館

し
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課

児
童
家
庭
係
（
内
線
１
３
１
）

■
受
付
期
間
＝
２
月
３
日
b
〜
28
日

f
■
提
出
方
法
＝
持
参
ま
た
は
郵
送

■
書
類
様
式
＝
新
潟
県
様
式
■
提
出

先
・
問
合
せ
＝
総
務
課
財
政
係
（
内

線
２
３
９
）

新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年

２
月
を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
月
間
」
と
定
め
、
相
続
登
記
や
諸

手
続
き
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
お
近

く
の
司
法
書
士
事
務
所
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
毎
週
水

曜
日
の
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
ま

で
、
テ
レ
ホ
ン
相
談
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。
■
相
談
・
問
合
せ
＝
新
潟
県

司
法
書
士
会
（
1
０
２
５
│
２
２
８

│
１
５
８
９
）

労
政
事
務
所
は
労
働
に
関
す
る
相

談
に
常
時
応
じ
て
い
る
県
の
機
関
で

す
。
賃
金
・
解
雇
・
労
働
条
件
な
ど

に
関
す
る
悩
み
事
を
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。
■
相
談
時
間
＝
平

日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
■
問
合
せ
＝
長
岡
労
政
事
務
所

（
1
０
２
５
８
│
37
│
６
１
１
０
）

冬
期
間
は
血
液
が
不
足
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
生
命
を
守
る
に
は
、
毎

日
の
安
定
し
た
血
液
確
保
が
必
要
で

す
。
平
日
の
ル
ー
ム
献
血
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

★
「
長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム
」

■
受
付
日
時
＝
大
み
そ
か
と
元
日
を

除
く
毎
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時
■
種
類
＝
全
血
献
血
・
成
分
献

血
■
問
合
せ（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）＝

０
１
２
０
│
０
５
６
３
３
９

【
訂
正
と
お
わ
び
】

市
報
12
月
25
日
号
15
ペ
ー
ジ
、

「
女
と
男
共
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
　

学
校
で
取
り
組
み
が
進
む
男
女
混
合

名
簿
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
県

内
中
学
校
実
施
済
み
は
約
76
％
で
は

な
く
約
37
％
で
す
。
訂
正
し
て
お
わ

び
し
ま
す
。

２月の交通安全キャンペーン

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

13年 27（224） 29（262） 1（4） 67（580）

14年 20（225） 24（290） 0（0） 66（604）

スリップ事故の防止

これからの時期は、積雪により左右の

見通しや路面状況が悪くなります。ドラ

イバーも雪道の運転に慣れたところです

が、ちょっとした油断が大きな事故につ

ながります。スピードを控え十分な車間

距離を保ち、安全運転に努めましょう。

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ
ってなに？
～自分の体を守る知識が

ありますか？～

「女
ひと

と男
ひと

」共に輝くまちづくり

とおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プラン

10

健康は、誰もがいきいきと暮らしていく

上での基本的な課題です。健康な生活を送

ることを権利ととらえ、特に女性の健康の

自己決定権を保障しようとする考え方をリ

プロダクティブ・ヘルス／ライツといいま

す。

リプロダクティブ・ヘルス／ライツの理

念には、いつ何人子どもを産むか産まない

かを選ぶ自由、安全な妊娠・出産などを人

権として保障することなども含まれていま

す。

例えば更年期の体調の不良を、周囲から

更年期障害と簡単に片づけられることがあ

ります。これを我慢するのではなく、婦人

科などの医療機関を受診し心身ともに良好

な状態で過ごすことは、女性自身が自分の

健康を守る大切な権利なのです。

からだのことでお悩みの人は、各地区の

健康相談会場（市報裏表紙で紹介）に気軽

においでください。相談は無料です。

【相談窓口】

健康福祉課保健予防係（内線141）

２
月
の
休
館
日

平
成
15
・
16
年
度
入
札
参
加

資
格
登
録
を
受
付
け
ま
す

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
登

記
の
無
料
相
談
月
間

労
働
相
談
は
労
政
事
務
所
へ

ル
ー
ム
献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

２
月
15
日
G
は

児
童
館
を
休
館
し
ま
す

赤倉集落の鳥追い・ほんや

ら洞や節季市のようすなどが

紹介されます。

■２月２日A
午前８時～８時25分

NHK総合テレビ

『小さな旅』
ご覧
ください

お知らせ・ガイド

＝
昭
和
13
年
４
月
２
日
〜
20
年
４
月

１
日
生
ま
れ
で
、
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
市
内
在
住
者
■
申
込
み
・
問

合
せ
＝
２
月
14
日
f
（
当
日
消
印
有

効
）
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
、
履
歴

書
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
本

町
６
│
１
四
ツ
宮
荘
内
1
57
│
５
７

０
８
）
へ
提
出

中
小
企
業
な
ど
が
行
う
次
の
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
■
種
類
＝

①
ゆ
め
づ
く
り
支
援
補
助
金
‥
新
た

な
事
業
展
開
の
準
備
段
階
に
要
す
る

経
費
②
わ
ざ
づ
く
り
支
援
補
助
金
‥

新
し
い
技
術
の
研
究
開
発
な
ど
に
要

す
る
経
費
③
も
の
づ
く
り
支
援
補
助

金
‥
新
た
な
事
業
展
開
を
図
る
場
合

の
商
品
開
発
に
要
す
る
経
費
■
募
集

締
切
り
＝
２
月
21
日
f
■
申
込
み
・

問
合
せ
＝
県
産
業
労
働
部
産
業
振
興

課
育
成
支
援
係
（
1
０
２
５
│
２
８

５
│
５
５
１
１
内
線
２
７
８
１
）

１
月
は
国
民
健
康
保
険
料
第
７
期

と
介
護
保
険
料
第
７
期
の
納
付
の
月

で
す
。
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
税
務
課
・
介
護
保
険
課

平
成
14
年
分
所
得
税
・
15
年
度
市

県
民
税
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す
。

■
自
書
申
告
を
実
施
し
ま
す

職
員
は
相
談
に
は
応
じ
ま
す
が
、

計
算
と
申
告
書
へ
の
記
入
は
皆
さ
ん

自
身
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当

日
は
電
卓
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
で
き
る
限
り

自
宅
で
記
入
し
、
わ
か
ら
な
い
と
こ

ろ
だ
け
相
談
会
場
で
記
入
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
会
場
が
混
雑
し

な
い
た
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
地
区
ご
と
に
相
談
日
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
　
〜
会
場
は
市
役
所
〜

混
雑
を
さ
け
、
待
ち
時
間
を
短
く

す
る
た
め
に
、
市
で
は
地
区
ご
と
に

申
告
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ご
自
分
の
該
当
日
に
都
合
の
つ
か
な

い
場
合
は
、
予
備
日
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
■
問
合
せ
＝
税
務
課
市
民
税

係
（
内
線
１
１
７
）

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

14
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
１
年
間

に
納
め
た
介
護
保
険
料
・
国
民
年
金

保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
料
の
全
額

で
す
。
本
人
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、

申
告
者
が
家
族
の
た
め
に
納
め
た
場

合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
中
に
納
め
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
過

去
の
保
険
料
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
14
年
の
国
民
年
金
保
険
料（
月
額
）

＝
〈
定
額
保
険
料
〉
１
３
、
３
０
０

円
〈
付
加
保
険
料
〉
４
０
０
円
※
市

で
は
２
月
中
旬
に
介
護
・
国
民
健
康

保
険
料
の
納
入
額
を
通
知
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
〈
介
護
保
険
料
〉
介
護

保
険
課
介
護
保
険
係
（
内
線
１
６
１
）

〈
国
民
健
康
保
険
料
〉
税
務
課
管
理

収
納
係
（
内
線
１
１
３
）〈
国
民
年

金
保
険
料
〉
新
潟
社
会
保
険
事
務
局

六
日
町
事
務
所
（
1
０
２
５
│
７
７

０
│
２
２
１
１
）

少
額
な
還
付
申
告
相
談
や
申
告
書

の
作
成
を
無
料
で
行
い
ま
す
。
内
容

に
よ
っ
て
は
低
額
な
料
金
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
申
込
み
時
に
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。
■
事
前
申
込
み

＝
平
日
の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
、
各
税
理
士
事
務
所
へ

児
童
手
当
（
特
例
給
付
お
よ
び
就

学
前
特
例
給
付
を
含
む
）は
、義
務
教

育
就
学
前
児
童
を
養
育
し
、
所
得
が

一
定
額
に
満
た
な
い
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
10
月
〜
１
月
分
の
児
童
手
当

を
２
月
10
日
b
に
受
給
者
の
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。
■
児
童
手
当
の
月

額
＝
▼
１
人
目
・
２
人
目
‥
各
５
、

０
０
０
円
▼
３
人
目
以
降
１
人
に
つ

き
‥
１
０
、
０
０
０
円
■
問
合
せ
＝

市
民
生
活
課
国
民
年
金
係（
内
線
１

５
１
）

むし歯のないよい歯の子
12月の３歳児健診を受けた子34人

よい歯の子 住 所　　保護者

（学校町1）

（北鐙坂3）

（吉田山谷）

（学校町2）

（城之古1）

（山本町4）

（本町4）

（新座4の2）

（高田町2）

（谷内丑1）

（谷内丑2）

正輝

辰美

万寿夫

和裕

充

久彰

憲夫

豊

和夫

徹

靖広

関 口 美
み

輝
き

古 澤 敦
あつ

樹
き

若山亜
あ

莉
り

沙
さ

小 林 　 亨
すすむ

小 林 史
ふみ

明
あき

金 子 星
せい

矢
や

鈴 木 未
み

有
う

越 村 心
もと

音
ね

平 澤 優
ゆ

実
み

内 田 瑞
みず

生
き

中 村 杏
あ

実
み

＜申告相談日程表＞

地　区

十日町

六箇・吉田

中　条

下　条

川　治

水　沢

予備日

期　　　日

２月17日b～19日d

２月20日e・21日f

２月24日b～26日d

２月27日e・28日f

３月３日b～５日d

３月６日e・７日f・10日b

３月11日c～14日f・17日b

時間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

期日 氏　　名 所 在 地 電話番号

２
月
５
日
d

服 部 團 一
高 橋 　 實
中村ヨシ子
水 落 雅 史

千歳町３
美雪町３
昭和町３
寿 町 ２

5 7 - 3 1 5 1
5 7 - 8 7 5 0
5 7 - 8 4 8 2
5 7 - 2 5 4 8

２
月
６
日
e

宮 内 　 孝
水 落 信 市
中 村 　 稔
酒 井 栄 一

高田町2
寿 町 ２
昭和町３
西本町２

5 2 - 3 8 1 3
5 7 - 2 5 4 8
5 7 - 8 4 8 2
5 7 - 8 4 2 1

２
月
７
日
f

和久井　工

大 口 康 幸

桑 原 公 夫

本 町 ６

津 南 町

本 町 ２

5 2 - 2 0 7 3

6 5 - 2 5 4 2

5 2 - 3 1 2 2

所
得
税
・
市
民
税
の

申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す

税
金
を
納
め
て
広
が
る
豊
か
な
く
ら
し

１
月
の
納
税
・
納
付

10
月
〜
１
月
分
の
児
童
手

当
を
振
り
込
み
ま
す

税
理
士
に
よ
る

還
付
申
告
無
料
相
談

介
護
・
国
民
年
金
・
国
民

健
康
保
険
料
は
課
税
所
得

額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

新
潟
県
ゆ
め
・
わ
ざ
・
も
の

づ
く
り
支
援
補
助
金

信
濃
川

大手大橋

長生橋

■場所＝長岡市喜多町1113

12月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

※昨年市内での交通死亡事故 ０
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◆
４
月
か
ら
障
害
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

多
く
が
支
援
費
制
度
に
移
行
し
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
こ
れ
ま
で
行
政
が
行
っ
て
い
た
措

置
か
ら
、
利
用
者
自
ら
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

先
般
、
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
入

浴
施
設
が
整
備
さ
れ
、
開
始
式
を
取
材
し
ま

し
た
。
安
心
し
て
入
浴
で
き
る
設
備
が
整
っ

た
こ
と
に
、
利
用
者
や
家
族
は
喜
ん
で
い
ま

し
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
在

宅
で
の
生
活
が
よ
り
快
適
に
送
れ
る
た
め
の

制
度
の
充
実
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
村
）

◆
「
昨
年
１
年
間
、
市
内
で
は
交
通
死
亡
事

故
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
昭
和
41
年
か
ら

統
計
を
と
っ
て
以
来
は
じ
め
て
の
快
挙
な
ん

で
す
よ
」
市
民
生
活
課
で
交
通
担
当
を
し
て

い
る
Ｉ
君
が
少
し
誇
ら
し
げ
に
語
っ
た
。

「
本
当
は
こ
の
こ
と
を
市
報
に
大
き
く
取
り

上
げ
て
ほ
し
い
ん
で
す
。
だ
け
ど
交
通
事
故

が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
い
つ
ま

た
事
故
が
起
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
顔
を
曇

ら
せ
た
。
交
通
事
故
の
悲
惨
さ
を
よ
く
知
る

が
う
え
の
無
事
故
の
喜
び
。
そ
し
て
い
つ
ま

た
事
故
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐

れ
。「
昨
年
市
内
で
交
通
死
亡
事
故
０
」
と

い
う
一
行
の
裏
に
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
々

の
願
い
と
地
道
な
活
動
が
あ
っ
た
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
か
ら
も
悲
惨
な
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
、
ま
た
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で

交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
小
）

編
集
後
記

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

２月・February 健康福祉課 157-3111

休日救急医

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

●健康相談　保健師による相談

※健康手帳のある人はご持参ください。

期日

3・10・17・
24日B

会　　　場

保 健 セ ン タ ー

時　　間

午前９時～11時30分

18日C

新座コミュニティセンター 午前９時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後１時30分～４時

川 治 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 和 会 館 午後１時30分～４時

20日E

吉田就業改善センター 午前９時～11時30分

吉 田 山 谷 集 会 所 午後１時30分～４時

飛 渡 地 区 公 民 館 午前9時30分～11時30分

21日F

羽 根 川 荘 午前９時～11時30分

水 沢 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

平 成 園 午後１時30分～４時

28日F

中 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 原 集 落 セ ン タ ー 午後１時30分～４時

下 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

上 新 田 公 民 館 午後１時30分～４時

大 熊 内 科 医 院

中 条 病 院

山 口 医 院

大 島 医 院

大 坪 医 院

津 南 病 院

庭 野 医 院

山本町１

北原

下条中央通り

川原町

四日町新田2

津南町

寿町４

52-7066

57-3018

55-2003

52-2957

57-6100

65-3161

52-2711

９日A

２日A

11日_

23日A

●高年齢者職業相談

毎週月～金曜日　午前９時～午後４時

会場：高年齢者職業相談室 （市役所1階）

※55歳未満の人もお気軽にご相談ください。

●定例行政相談

14日F 午前10時～午後３時

会場：市民相談室

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約

６日E 小村　隆弁護士

13日E 細貝　巌弁護士

20日E 佐藤伍一郎弁護士

27日E 高野　毅弁護士

午後１時30分～４時

会場：市民相談室

●ふれあい福祉センター心配ごと相談

毎週火・木曜日　※11日cを除く　

午後１時～４時

会場：十日町市社会福祉協議会

乳幼児健康診査 会場：保健センター

１歳６か月児
健 診

19日
d

午後１時
～１時30分

13年8月
生まれの幼児

４か月児健診
26日
d

午後１時
～１時30分

14年10月
生まれの乳児

２歳６か月児
身 体 測 定

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

13日
e

午後１時
～１時30分

11年8月
生まれの幼児〔

〔

10 か 月 児
身 体 測 定

26日
d

午前９時15分
～10時

14年4月
生まれの乳児

①１歳６か月児・３歳児健診は歯科検診があります。
②４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

③３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。

今月はお休みです。

16日A

日　時：４日c午前10時（受付：９時45分）～11時

会　場：保健センター

対　象：14年８・９月生まれの乳児の保育を

している人

問合せ：健康福祉課健康増進係（内線143）

すくすく教室 ～離乳食と育児～


